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岩のゴシック芸術

界泰の南伊豆は西風がきびしい.西風は胞子をまき散らし名産の岩

のりを育てる.海食台の潮間帯でのりをとる人はたから風を苦に

しないそうだ.そん恋のり場の背後にこのゴシック鳳の幾何学模様を

持つ岩脈がある.場所は弓が浜海水浴場の東進の浜海岸である.

タジマノ･ルのアｰチを思わせる見事な節理.こんな教科書的扱露頭は

海岸を除いてはめったにお目にかかれ榊'､波食崖とその前面の水

面にみえかくれする波食台とは地下構造の垂直断面と水平断面とを一

度に観察できる絶好の地質研究の場である.ただし地質家は潮の満

ち千をよく考えることである.明目の暦を調べる位の努力は無駄には

次ら改い.得られる情報量に格段の差がでて来るし深みを徒渉する､

のも楽になる.
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